
授業計画

第１回：授業ガイダンス
第２回：遺伝子（ＤＮＡ・ＲＮＡ）の構造
第３回：ＤＮＡの複製・転写および翻訳
第４回：ＤＮＡ・ＲＮＡの調製の取り扱い
第５回：修飾酵素の働き
第６回：制限酵素の働きと酵素類の取り扱い
第７回：大腸菌とベクター
第８回：中間試験
第９回：クローニングとライブラリー
第１０回：PCRの原理と応用
第１１回：遺伝子構造解析
第１２回：遺伝子発現解析 
第１３回：植物の形質転換
第１３回：トランスジェニック生物
第１４回：遺伝子組組換え- 安全性と問題点 - 
第１５回：まとめ

　講義内容の理解度を中間試験（50％）および期末試験（50％）の合計で評価する。評価方法

　必要に応じて作製した資料を配布する。テキスト

授業の到達目標

・組換えＤＮＡ実験のガイドラインの存在とその内容を理解する。
・遺伝子（ＤＮＡ・ＲＮＡ）の構造を理解する。
・ＤＮＡの複製・転写および翻訳機構を理解する。
・遺伝子・酵素および大腸菌の取り扱い方法を習得する。
・遺伝子の発現・機能解析方法を理解する。

授業概要

　遺伝子工学分野は急速に発展しており、その技術は個々の遺伝子あるいはタンパク質の機能や様々な生命
現象の分子レベルにおける解明など基礎研究分野で重要な役割を果たすと共に、近年では遺伝子治療や組織
再生、遺伝子組換え植物の作出など様々な分野で応用されている。本講義では遺伝子操作行うに当たって必
要な遺伝子の構造、種々酵素の働きおよび遺伝子の機能解析方法等を習得すると共に応用例について解説
し人類における役割と可能性について論じる。
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